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修士論文要旨
【緒言】
　韓国では急速に高齢化が進んでいる。2008年に老人長期
療養保険制度が施行され，多くの高齢者が介護施設等を利
用する状況にある。それに伴い，施設高齢利用者のQOLを
含めた身体的・精神的健康の維持が重要視されるように
なってきた。そこで，本研究では，唾液中ホルモン・唾液
中免疫関連物質，好中球機能，血液・血清生化学検査をも
とに，施設高齢利用者の身体的・精神的健康の評価を行う
と同時に，追跡調査により生存との関連要因について明ら
かにすることを目的とし，施設高齢利用者にとってより良
い施設内での生活とQOL向上に貢献できればと考えた。
【方法】
　韓国忠清南道に位置する特別養護老人施設と敷地内にあ
る系列病院に入居・入院している65歳以上の男女高齢者42
名を対象とした。拒否，体調不良の１名を除いた41名（男
性15名，女性26名，平均年齢76.1±6.3歳）を分析対象とし
た。調査期間は，2011年８月から2012年８月である。2011
年８月と2012年８月に血液と唾液を採取した。病院の看護
師の協力のもと，血液採取は午前中に行い，唾液は午後１
時から午後３時の間に採取した。
　身体的健康度として，唾液中ホルモン・IgA濃度の測定，
好中球活性酸素産生能の測定，血液・血清生化学検査を行
なった。唾液中テストステロン・唾液中コルチゾールと唾
液 中IgAの 測 定 に は，SALIMETRICS社 のSALIVERY 
ASSAYキットを用いた。免疫機能の評価のため，好中球活
性酸素産生能をNBT還元試験法にて測定した。血液・血清
生化学検査は韓国のSCLlabに依頼し測定した。分析は，
2012年８月時点で生存している者を生存群，すでに死亡し
ていた者を死亡群とし，t検定で男女別の２群における各測
定値の平均値を検討した。また，生存群に分類された対象
者において，各測定値をもとに男女別で相関分析を行なっ
た。統計解析には，SPSS19.0を使用した。
　なお，本研究の意義，目的，倫理的配慮等を書面にて説
明をした上で同意が得られた対象者にのみ血液と唾液の採
取を依頼した。
【結果】
　男性の結果と女性の相関分析の結果は割愛する。
　女性の生存群と死亡群における唾液中テストステロン濃
度の平均値は，t（18）=-2.904，p<0.05となり，生存群より
も死亡群で有意に高かく，有意差が認められた。（図１）　
唾液中コルチゾール濃度の平均値は，t（19）=-2.413， p<0.1
となり，生存群よりも死亡群において高く，有意傾向が認
められた。（図２）血清protein濃度の平均値は，t（26）
=2.130,p<0.05となり，生存群が死亡群より高く，有意差
が認められた。血清albumin濃度の平均値は，t（26）=3.160,
p<0.01となり，生存群が死亡群より高く，有意差が認めら
れた。血清bilirubin濃 度の平均値は，t（26）=-2.885,
p<0.01となり，生存群より死亡群で高く，有意差が認めら
れた。血清LDH濃度の平均値は，t（26）=-1.803,p<0.1とな
り，生存群より死亡群で高く，有意傾向が認められた。血
清creatinine濃度の平均値は，t（26）=2.602, p<0.05とな
り，生存群が死亡群より高く，有意差が認められた。
【考察】
　女性において，唾液中コルチゾール濃度が生存群よりも
死亡群で高く分泌されていた。先行研究で，ストレスによ
り唾液中コルチゾール濃度が上昇することが報告されてお
り，慢性的ストレス状況下では免疫力低下や身体の疲労状
態が生じることからも，女性の死亡群は死期が近いことに
より受ける精神的ストレスや身体的ストレスに晒された結
果，唾液中コルチゾールの分泌が増加したものと考えられ
る。また，唾液中テストステロンが生存群よりも死亡群に
おいて高く分泌されていた。死期が近くなった高齢者にお
いて，何かしらの原因で男性ホルモンであるテストステロ
ンの分泌が活発になったと考えられる。ただし，その原因
が精神的ストレスによるものか，臓器等の機能性異常によ
るものかは本調査からは判断できなかった。以上より，死
期の近い高齢女性において，男性ホルモンである唾液中テ
ストステロン，ストレスホルモンである唾液中コルチゾー
ルが過剰に分泌されることが示唆された。
【結語】
　本研究で，唾液中コルチゾール・テストステロンの生存
への関連が示唆された。コルチゾールの過剰分泌にはスト
レスが大きく影響している。テストステロンの過剰分泌の
原因は本研究では明らかにできなかったが，分泌を制御す
る脳や卵巣の機能性異常，酵素の働きに異常がある可能性
が考えられた。本研究の限界として，例数が少なかったこ
とが挙げられる。今後，追跡調査をすることで，生存への
関連が明らかになることを期待する。
韓国特別養護老人施設及び医療医院入院高齢者の
免疫機能，生存に対する関連要因
Related Factor of Immune Function and Subsistence in the Elderly at the Special 
Nursing Home and the Hospital in Republic of Korea. 
源田　智美（Tomomi Genda）　　指導：町田　和彦
0.00
20.00
40.00
60.00
80.00
100.00
120.00
生存群 死亡群
唾
液
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
n
g /
m
l ）
p=0.038*
0.00
0.05
0.10
0.15
0.20
0.25
0.30
0.35
0.40
0.45
生存群 死亡群
唾
液
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
(n
g/
m
l)
p=0.069†
図１　女性の２群における唾液中テストステロン濃度
図２　女性の２群における唾液中コルチゾール濃度
